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三宅町人権学習会でネットの危険性を学ぶ 

第６回三宅町「人権学習講座」が１２月１１日、中央

公民館であった

＝写真。奈良ふ

らっと市民会議

の中野博章代

表が「ネット社会

と人権」をテーマに話をした。 

 中野さんは「インターネットと個人情報」を軸に話を

進めた。日本のインターネット人口は８０.９％。青少年

のネット利用状況は小学生６５.４％、中学生８５.２％、

高校生９７.1％。奈良と全国のスマートフォン所有率は、

ほぼ同じ。高校生では全国９７.1％、奈良９９.8％、と

説明。この数字に参加者からは驚きの声が上がった。 

 また、「フェイクニュース」（虚偽の情報で作ったニュ

ース）や、昨年の大阪北部地震時の「流言飛語」（動

物園が被害を受け、シマウマが街中を徘徊、と写真付

きでネット拡散）を紹介。「メディア・リテラシー」の利便

性だけを考えるのではなく、情報の良し悪しを判断で

きる能力や情報を活用できる能力が大切だと述べた。 

 

個人情報の流出など、トラブル招く恐れも 

次に、あなたや子どもが被害にあった時には、どの

ような対応が重要か、として、「深刻な事例」として、個

人情報の流出や遠隔操作での「情報の抜き取り」を通

じて、「（あなたに）なりすまし」、さまざま物を購入され

る事件や、人権を侵害される事件などを紹介した。 

 続いて、「幼児とネット社会」の状況として、２歳児の

２０％超がほぼ毎日、スマホを使用（ベネッセ教育総

合研究所）。４歳～６歳児の４０％超がスマホやタブレ

ットの情報端末を使用（２０１５総務省）、と説明。「最近

の情報通信機器は操作も簡単で、

便利だが、いろんなトラブルを招

くツールにもなる」と注意を喚起。

トラブルに巻き込まれたときは、

県青少年サポートセンター（０７４

２-２２-０１１０）や、中南和サポー

トセンター（０７４４-２２-０１１０）のほか、県・各自治体

の相談窓口に相談することを呼びかけた。 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

■  中企協が確定申告相談会 

 中小企業者協会は２月７日から２２日まで、支局会

員を対象に２０１８年分「確定申告相談会」を開催する

（前号既報）。一方、中小企業者協会会員を対象にし

た「相談会」は郡市町村ごとに下記日程で実施する。

時間は午前９：３０～１１：３０、午後１３：３０～１５：３０。

会場はすべて三宅町あざさ苑２階和室。問い合わせ

は中小企業者協会：０７４４-３３-３９３９まで。 

 

日 程 曜 対 象 郡 市 町 村 

２月２５日 月 磯城郡 

２６日 火 川西町 

   ２７日 水 三宅町 

２８日 木 田原本町 

３月 １日 金 奈良市・桜井市 

  ４日 月 天理市 

  ５日 火 

 ６日 水 御所市・葛城市・香芝市・北葛城

郡・宇陀市 

  ７日 木 大和郡山市・生駒市・生駒郡・他

府県 

８日 金 橿原市・大和高田市・五條市 

２０１９年２月１日 
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人権部落解放研究所がフィールドワーク 

奈良人権部落解放研究所の「人権パートナー養成

講座」が１１月１４日にあった。この日は「大和郷・柳本

周辺における地域

社会の結びつき」を

テーマにフィールド

ワークを行った。 

コースはＪＲ長柄

駅－大和神社－淳

名城入姫神社－五智堂－中山大塚古墳－長岳寺－

柳本郷墓－崇神天皇陵－専行院－新池－黒塚古

墳・柳本陣屋跡。案内は県立同和問題関係史料セン

ターの清水有紀さんと仲村智子さんが務めた。 

 大和神社（写真）は毎年４月１日に行われる祭礼「ち

ゃんちゃん祭り」がよく知られている。祝儀（芝銭）の徴

収や、「翁の舞」「龍の口舞」（県無形文化財）、水神

信仰と雨乞い行事などの説明は興味深かった。 

 

真言密教の大道場で知られた長岳寺 

平安時代には長谷寺・伊勢詣での道として賑わっ

た古代の幹線道路、

上街道を南に向か

った。安政大地震

の犠牲者を悼む石

碑が境内にある淳

名城入姫神社を経て、上街道から長岳寺参道への角

に建つ「傘堂」「真面堂」とも呼ばれる五智堂に立ち寄

る。中山大塚古墳から空海が開いたとされる長岳寺は、

中世の盛時には、広大な寺領に多くの堂坊が建ち、

真言密教の大道場として知られた。 

南側にある柳本郷墓は、幕末には近隣１０ヵ村の郷

墓だったと「大和国三昧明細帳」に記載されている。

残された石像物からは中世に遡ることができる。また、

行基の開創とも伝わる「焼穴」「六地蔵」「行基菩薩石

像」「鳥木」などの施設の存在も記録されている。遺骸

の火葬・埋葬に従事する三昧聖が近くに居住してい

たと考えられる。郷墓内にある行基供養碑は、文化元

年（１８０４）の行基１０５０年忌の際に建立されている。 

崇仁天皇陵（行燈山古墳）では、「文久の修陵」とと

もに、「隍水の利用」などについての説明を受けた。専

行院には柳本歴代藩主の墓所がある。新池－黒塚古

墳・柳本陣屋跡（写真）へ向かう。柳本陣屋跡は現在

の柳本小学校敷地内にある。柳本公園が隣接する。

園内には、黒塚古墳展示館があった。 

    ◇         ◇ 

地域の中で出遭う不利益な取り扱いを巡って 

「人権パートナー養成講座・スキルアップコース」

が１２月１２日にあった＝写真。テーマは『合理的配慮

を 身 近 に

…』－できる

ことからコツ

コツと…！。

講師は奥田

陽子さん（写真。社会福祉法人ちいろば会・主任）。 

奥田さんは「ちいろば園」の紹介から話を始めた。

園は三郷町にある。おもに知的障害を持つ人たちが

通所している。なかには身体障

害、精神障害の人も来ている。

町内にはグループホームが５カ

所で運営されている、と話した。 

次に、「障害者差別解消法」

や、「奈良県障害のある人もな

い人もともに暮らしやすい社会づくり条例」など、法律

や条例ができた背景を説明。さらに、地域で出遭う

「不利益な取り扱い」や、「合理的配慮の無さ」につい

て、具体的に遭遇した場面や、状況などを紹介した。

また、奈良人権部落解放研究所刊の「サポートブック 

これからの人権の学び」を基にして話を進めた。 

参加者からは率直な質問・意見が出て、話が膨ら

んだ。 

大和郷・柳本周辺を歩く 

合理的配慮を身近に… 
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スターとラインが稲葉耕一さんを招いて 

「スターとライン」（学習会）が１２月４日、三宅町・あ

ざさ苑であった。

テーマは「ハン

セン病問題」。

講師は県内で

活動している

「架け橋 長島・奈良を結ぶ会」の稲葉耕一・会長。 

学習会は、東和圏域にある福祉現場で働く人たち

が「普段、意識しなければ見えないこと、そんなテーマ

に光を照らしたい」と、開催している。 

 稲葉さんはまず、「ハンセン病を正しく理解するため

に」と題したＤＶＤ「人間回復の橋・心のかけ橋となれ」

と、同「ハンセン病療養所 語り部証言集」（岡山・長島

愛生園/邑久光明園）を上映。全員で鑑賞した。 

このあと、話に移った。ハンセン病は「らい菌」によ

って起こる感染症。感染力は極

めて弱い。現在は、早期発見と

治療で完治する。日本におけ

る患者に対する「強制収容と隔

離政策」は、１９０７年の「癩予

防法二関スル件」の制定から１

９９６年の「らい予防法」廃止まで、９０年間続いた。 

 

長島･奈良を結ぶ会が毎年、「架け橋美術展」 

強制収容・強制隔離されてきた患者たちの「らい予

防法」廃止に向けた全国的な闘いや、「国家賠償訴

訟」（２００１年）の闘いとともに、岡山愛生園や邑久光

明園の映像と、その中での語り部たちの表情と言葉の

１つ１つが、学習者たちの胸に突き刺さった。 

 「架け橋 長島・奈良を結ぶ会」は、奈良の回復者た

ちと友達になろうと、１９７９年に発足した。交流を重ね

ながら、回復者の美術・文芸作品などを紹介するため

に、１９８２年から毎年、県内各地で「架け橋美術展」を

開催している。 

稲葉さんは長島愛生園の中尾伸治・自治会長との

出会いと交流についての感慨深い思い出を語った。 

最後に、ハンセン病の患者家族も国の政策で厳し

い差別を受けてきたとして提訴された「国賠訴訟」（２０

１６年２月３日）を紹介。「この裁判は沈黙を強いられて

きた家族が元患者の家族として向き合い、人間性を

取り戻す闘い」だ、と話を結んだ。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 部落解放研究第５２回全国集会が１１月２７－２９日、

岡山県であった

＝写真。あらゆ

る差別の撤廃に

むけた協働の取

り組みを前進さ

せ、「部落差別解消推進法」の具体化と包括的な人権

の法制度の確立をめざそう、がテーマ。久しぶりに参

加したが、参加者の少なさに驚いた。 

 初日は全体集会。記念講演「改憲問題をどう考える

か」（伊藤真・弁護士）、特別報告「部落差別解消推進

法」具体化と部落解放行政の推進にむけて（西島藤

彦・部落解放同盟中央書記長）があった。２日目は７

つの分科会とフィールドワーク。３日目は２本の特別

報告で、李信恵さん（フリーライター）の「ヘイトスピー

チを許さない社会をめざして」、尾辻かなこ・衆議院議

員の「LGBTQをめぐる私たちの課題」があった。 

 会場で同盟横浜市協の根本信一さんとハンセン病

回復者の石山春平さんに出会っ

た。石山さんは著書『ボンちゃん

は８２歳、元気だよ！－あるハン

セン病回復者の物語り－』（社会

評論社）を販売していた。１冊購

入し、サインをしてもらった。人な

つっこい笑顔が素敵だった。著

書は石山さんの物語であるとともに、この国と地域社

会の時代をも浮かび上がらせている。 

ハンセン病問題を学ぶ 

李信恵さんがヘイトを報告 
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写真展・映画上映・書籍出版・ＴＶ放映で世に 

沖縄・辺野古新基地建設に反対するキャンプ・シュ

ワブゲート前で

の座り込みや、

海上での抗議

行動が続いて

いる。政府は１

２月１４日、沖

縄の圧倒的な民意と抗議の声を踏みにじり、土砂投

入を強行。以降、埋め立て工事の蛮行を続けている。 

こんなさなか、昨春、明らかになった沖縄県での精

神障害者を隔離していた「私宅隔離」の小屋の存在

が関心を集めている。１００年前に精神障害者の救済

に奔走した医師・呉秀三の足跡を追ったドキュメンタリ

ー映画「夜明け前」が公開されたり、写真展「闇から光

へ 知られざる沖縄戦後史～精神保健の歩みを見る・

聴く」が各地で催されたりしている。 

ＮＨＫも昨年６月、ハートネットＴＶで「闇に埋もれた

真実は（２） 『消された精神障害者』」を放送し、「大き

な衝撃」を与えた。この１月、この番組を再放送した。 

さらに、『消された精神障害者－「私宅監置」の国を

照らす犠牲者のまなざし－』が１２月に出版された。 

写真パネルは１２月１、２日にあった「ピープルファ

ースト奈良大会」会場で展

示され、観ることができた。

圧倒的な「写真の力」と、そ

の衝撃に身動きができなか

った。写真の１つ１つに解

説が添えられ、それらの

「言葉」にも息をのんだ。 

 

「この邦に生まれたるの不幸を重ぬるもの」 

写真展では、「私宅監置とは、精神障がい者を自宅

裏座や敷地内の隔離するもので、精神病者看護法（１

９００年制定）に基づく措置でした」と説明。冒頭に、呉

修三・医師の「わが邦十何万の精神病者は実に、この

病を受けたるの不幸のほかに、この邦に生まれたるの

不幸を重ぬるものというべし」のことばがある。 

山田圭吾・沖縄県精神保健福祉会連合会会長は

「戦後日本では１９５０年に廃止されましたが、日本か

ら切り離された沖縄では１９７２年の『日本復帰』まで認

められました。…写真展によって、このつらい歴史が

沖縄で広く共有され、当事者の尊厳回復と、誰もが自

分らしく生きていける社会の実現につながることを切

に祈ります」と述べている。 

書籍『消された精神障害者』は原義和さん（フリーテ

レビディレクター）が編著、高橋年男さん（沖縄県精神

保健福祉会連合会事務局長）が解説する。「高文研」

が昨年１２月に出版した。申し込み・問い合わせは連

合会事務局：０９８-８８９-４０１１まで。 

編集後記  ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

厚生労働省による「毎月勤労統計」は不正調査

だった。全数ではなく、一部を抽出していたのだ。

１５年も続いてきた。政府の基幹統計が、このざま

だ。結果、統計を基に給付水準が決まる雇用保

険などが過少給付されてきた。現政権をはじめ、

官庁などの国家機関、大企業、大学など、至る所

で文書改ざん、データ偽装、ねつ造、隠蔽など、

超ド級の不正が横行しまくる。権力者らは自らに

都合良く情報や数字などを操作。歴史までも改ざ

んする。そのあとは腐敗構造を抱えたまま幕引き

だ。私たちはフェイクが跋扈する危うい世界に生

きている。政治や統治機構の大変革が必須だ。 

ニュースレター「人権なら」 

発行：ＮＰＯ法人なら人権情報センター 
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